















Measurement of Textual Cohesion Using Similarity between Paragraphs 
























平林（2003:72）によれば、日本人高校生の英作文（1 作文あたり平均約 100 語、10 文）の分析
から 1 作文あたり平均 12.87 個の結束数が現れ、その内訳は、指示 4.9 個、接続 3.62 個、語彙的





                                                  
1 本稿は第 2 回コーパス日本語学ワークショップ（2012 年 9 月）で発表したものである。 
2 作文における結束性の割合はひとつの目安となるが、今回例として取り上げた白書のデータでは指








本発表では、2011 年 12 月にリリースされた『現代日本語書き言葉均衡コーパス』のDVD 版を










 語彙の類似度を表す主な指標には C（宮島（1970））と D（水谷（1980））とがあるが、本稿で
は D（以降、単に「類似度」と言う）を用いる。この類似度は、非対称的であることに特徴があ
り、語彙 a の語彙 b に対する類似度と語彙 b の語彙 a に対する類似度がそれぞれ別の値をとるこ
とができる。見方を変えれば語彙の「依存度」（水谷（1980:147））と考えることもできるもので
あり、順を追って構成されるテクストの内容の関係をさぐる上で適切な指標となるものである。
語彙 a の語彙 b に対する類似度は次の式で表される4。 
 




Vx：表現域 x の上の語彙 
Px(M)：見出し語M の表現域 x における使用率 
Nx：表現域 x の延べ語数 





















 表 1 は『平成 16 年度文部科学白書』（サンプル ID:OW6X_00000）の可変長部分を段落に分け
て示したものである6。見出し部分は本文とは別立てにして、その見出しが及ぶ範囲が明らかにな
るように示した。このサンプルは、接続詞が第 5 段落の「さらに」の 1 つのみ、指示詞が第 3 段
落の「これ（まで）」の 1 つのみであり、文法的結束性が少ないという特徴を持っている。 
 
表 1 白書データ（OW6X_00000）の構造 
























































































 OW6X_00000 を構成する 8 個の段落相互の類似度を表 2 に挙げた（同一段落どうしの類似度は
必ず 1 になるので除く）。値は 0.0364～0.5614 の間に分布し、平均値は 0.280 である。類似度の分











図 1 類似度の分布 
 表 2 はすべての段落間の類似度であるが、ここからある段落 a から他の段落 b への類似度にお
いて、対象とする相手方の段落 b との類似度が最も高い段落（表の太字のセル）がほとんど第 1
段落（P1）～第 3 段落（P3）に集中しており、このサンプルは前方の段落に依存する傾向がある
ことが見て取れる。 
表 2 段落間の類似度 
  P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 平均 
P1  0.5128 0.4103 0.4359 0.2821 0.4615 0.2564 0.3077 0.3809
P2 0.3906  0.5156 0.1719 0.25 0.3125 0.0781 0.2344 0.2790
P3 0.4118 0.5686 0.3529 0.3333 0.2549 0.1765 0.3333 0.3473
P4 0.5 0.3 0.45 0.25 0.25 0.25 0.4 0.3428
P5 0.12 0.18 0.16 0.08 0.12 0.04 0.12 0.1171
P6 0.4815 0.3333 0.2963 0.1852 0.2593 0.2963 0.3333 0.3121
P7 0.2857 0.1429 0.25 0.25 0.1786 0.3214 0.2143 0.2347
P8 0.2368 0.2895 0.3158 0.1579 0.2105 0.2632 0.1053  0.2255
平均 0.3466 0.3324 0.3425 0.2334 0.2519 0.2833 0.1718 0.2775
注 
(1)縦の系列の段落が横の系列の段落に対してとる類似度の表。例えば、P3 の P2 に対する類似度
は 0.5686（この値は P2 への P3 からの類似度と解することもできる）。 
(2)太字は、当該段落から他の段落への類似度のうちもっとも値が高いもの。P4 の段落を例にとる
と、P4 の横の列（0.5,03,0.45,0.25,0.25,0.25,0.4）の中でいちばん高い値の 0.5 になる。 
(3)下線は、他の段落から当該段落への類似度のうちもっとも値が高いもの。P5 の段落を例にとる
と、P5 の縦の列（0.2821,0.25,0.3333,0.25,0.2593,0.1786,0.2105）の中でいちばん高い値の 0.3333 に
                                                  




























      図 2 他段落への類似度         図 3 他段落からの類似度 
 
 図 2 は、ある段落の他の段落に対する類似度の平均、図 3 はある段落の他の段落からの類似度
の平均である。他段落からの類似度の平均は全体的に同じような値を示しているが、他段落への
類似度の平均では、第 5 段落の値がほかとくらべて低くなっていることが分かる。このことは第
5 段落と他の段落とで共通して用いられる語について、第 5 段落での使用度数は少ないが、他の
段落での使用度数が多いことを示唆する。例えば、第 5 段落と、（第 5 段落への類似度がもっと高
い）第 3 段落の場合は「行う、家（か）、活動、交流、文化、名（めい）」の 6 語が共通して現れ
る語であるが、「文化」は第 5 段落に 1 回しか使用されていないのに対して第 3 段落では 7 回使用
されている。同様に「交流」は 1 回に対して 3 回、「行う、名（めい）」はそれぞれ 1 回に対して
2 回であった。この共通出現語の使用の不均衡が類似度の非対称性に影響していると考えられる。
このことを踏まえて第 5 段落と第 3 段落を比較してみると、テクストの表層的な構造では第 5 段
落は第 4 段落に従属するものであるが、語の分布状況から見ると第 3 段落とも関係が深いことに
なる。 
4.2.2 類似度からみた全体の構成 
 図 4 は、段落間の類似度の平均値 0.280 の 1.5 倍（0.420）以上の値を持つ段落の組み合わせを
図示したものである。図の見方は、例えばP1→P2 であればP1 のP2 に対する類似度が高かった
ことを表している。両矢印は相互に類似度の値が高かったことを示す。図 4 から、第 1 段落から
第 4 段落までは結束性が強いことが伺える。一番多くの矢印が出入りしている第 1 段落がこのテ
クストの中心的な位置を占めていると言えよう。 




 この中では、第 5、第 7、第 8 段落が比較的独立性が高く他と分離されているが、後述のように






            図 4 類似度からみたテクストの構成 


































図 5 直前・直後の段落との類似度 
 図 5 から第 2 段落、第 5 段落、第 6 段落が直後への類似度が高いことが分かる。表層的には第
2 段落は第 1 段落の続きであり、第 1 段落の内容を具体化しているものであるが、具体的な内容
が多くなったために第 1 段落への類似度が相対的に低くなったものと思われる。同様の関係は第



























語彙素 語彙素読み 品詞 語彙素 語彙素読み 品詞 
余り アマリ 副詞 千 セン 名詞-数詞 
余り アマリ 形状詞-一般 そう ソウ 副詞 
有る アル 動詞-非自立可能 そう ソウ 名詞-助動詞語幹 
言う イウ 動詞-一般 そう ソウ 形状詞-助動詞語幹 
行く イク 動詞-一般 そして ソシテ 接続詞 
一 イチ  名詞-数詞 其の ソノ 連体詞 
今 イマ 名詞-普通名詞-副詞可能 其れ ソレ 代名詞 
居る イル 動詞-非自立可能 第 ダイ 接頭辞 
内 ウチ 名詞-普通名詞-副詞可能 対する タイスル 動詞-一般 
円 エン 名詞-普通名詞-助数詞可能 出す ダス 動詞-非自立可能 
円 エン 名詞-普通名詞-一般 達 タチ 接尾辞-名詞的-一般 
御 オ 接頭辞 為 タメ 名詞-普通名詞-副詞可能 
多い オオイ 形容詞-一般 つく ツク 動詞-一般 
大きい オオキイ 形容詞-一般 付く ツク 動詞-非自立可能 
大きな オオキナ 連体詞 強い ツヨイ 形容詞-一般 
置く オク 動詞-非自立可能 的 テキ 接尾辞-形状詞的 
於く オク 動詞-一般 出来る デキル 動詞-非自立可能 
同じ オナジ 形状詞-一般 出る デル 動詞-一般 
同じ オナジ 連体詞 度 ド 名詞-普通名詞-助数詞可能 
思う オモウ 動詞-一般 どう ドウ 副詞 
居る オル 動詞-非自立可能 時 トキ 名詞-普通名詞-副詞可能 
会 カイ 名詞-普通名詞-一般 所 トコロ 名詞-普通名詞-副詞可能 
方 カタ 接尾辞-名詞的-一般 所 トコロ 名詞-普通名詞-一般 
方 カタ 名詞-普通名詞-助数詞可能 共 トモ 名詞-普通名詞-一般 
月 ガツ 名詞-普通名詞-助数詞可能 共 トモ 接尾辞-名詞的-副詞可能 
彼 カレ 代名詞 取る トル 動詞-一般 
考える カンガエル 動詞-一般 無い ナイ 形容詞-非自立可能 
聞く キク 動詞-一般 中 ナカ 名詞-普通名詞-副詞可能 
九 キュウ 名詞-数詞 何 ナニ 代名詞 
位 クライ 名詞-普通名詞-副詞可能 何 ナン 名詞-数詞 
来る クル 動詞-非自立可能 成る ナル 動詞-非自立可能 
五 ゴ 名詞-数詞 二 ニ 名詞-数詞 
こう コウ 副詞 日 ニチ 名詞-普通名詞-助数詞可能 
五十 ゴジュウ 名詞-数詞 二十 ニジュウ 名詞-数詞 
事 コト 名詞-普通名詞-一般 日本 ニッポン 名詞-固有名詞-地名-国 
此の コノ 連体詞 人 ニン 接尾辞-名詞的-一般 
此れ コレ 代名詞 年 ネン 名詞-普通名詞-助数詞可能 
三 サン 名詞-数詞 はいる ハイル 動詞-一般 
さん サン 接尾辞-名詞的-一般 場合 バアイ 名詞-普通名詞-副詞可能 
三十 サンジュウ 名詞-数詞 八 ハチ 名詞-数詞 
氏 シ 接尾辞-名詞的-一般 日 ヒ 名詞-普通名詞-副詞可能 
氏 シ 名詞-普通名詞-一般 人 ヒト 名詞-普通名詞-一般 
四 シ 名詞-数詞 一 ヒト 名詞-数詞 
然し シカシ 接続詞 ひとり ヒトリ 名詞-普通名詞-副詞可能 
七 ナナ 名詞-数詞 百 ヒャク 名詞-数詞 
七 シチ 名詞-数詞 方 ホウ 名詞-普通名詞-一般 
自分 ジブン 名詞-普通名詞-一般 僕 ボク 代名詞 
仕舞う シマウ 動詞-非自立可能 程 ホド 名詞-普通名詞-副詞可能 
者 シャ 接尾辞-名詞的-一般 前 マエ 名詞-普通名詞-副詞可能 
知る シル 動詞-一般 また マタ 接続詞 
十 ジュウ 名詞-数詞 また マタ 副詞 
十 トオ 名詞-数詞 万 マン 名詞-数詞 
為る スル 動詞-非自立可能 見る ミル 動詞-非自立可能 






語彙素 語彙素読み 品詞 語彙素 語彙素読み 品詞 
目 メ 接尾辞-名詞的-一般 四 ヨン 名詞-数詞 
持つ モツ 動詞-一般 四十 ヨンジュウ 名詞-数詞 
物 モノ 名詞-普通名詞-一般 等 ラ 接尾辞-名詞的-一般 
物 モノ 名詞-普通名詞-サ変可能 零 レイ 名詞-数詞 
問題 モンダイ 名詞-普通名詞-一般 六 ロク 名詞-数詞 
遣る ヤル 動詞-非自立可能 分かる ワカル 動詞-一般 
行く ユク →行く（イク） 訳 ワケ 名詞-普通名詞-一般 
良い ヨイ 形容詞-非自立可能 私 ワタクシ 代名詞 
様 ヨウ 形状詞-助動詞語幹 私 ワタシ 代名詞 
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